

◇　着目したパラリンピックの価値　
「公平※（Equality）　～多様性を認め，創意工夫をすれば，誰もが同じスタートラインに立てることを気づか
せる力～」

◇　学年　　第１学年
◇　単元名　「スポーツの文化的特性や現代のスポーツの発展」【Ｈ 体育理論】

◇　目標
⑴　知識
○　パラリンピックスポーツのルールや道具の工夫に触れ，パラリンピックの価値のひとつである「公平」の考え方について理解できるようにする。
○　パラリンピックが抱える課題について理解できるようにする。
○　スポーツが，共生社会の実現に寄与していることを理解できるようにする。

⑵　思考力，判断力，表現力等

○　現在のパラリンピックスポーツ等が直面する課題について，よりよい解決方法を検討し，自己の考
えを他者に伝えることができるようにする。
　　 ○　誰もがスポーツを楽しめるための工夫について，具体的な例を示して説明できるようにする。

⑶　学びに向かう力，人間性等
　○　誰もがスポーツを楽しめるための工夫について関心を持ち，自主的に学習に取り組むことができるようにする。
◇　展開
	学習活動
	発問，指示，課題等
	生徒の学びや気付き

	パラリンピックスポーツのルールや道具の工夫から，スポーツにおける「公平」について考える
	パラリンピックスポーツ（シッティングバレーボール，ボッチャ）を体験する
発問
「シッティングバレーボール，ボッチャを体験してみて，ルールや道具の工夫について感じたことをワークシートに記入してください。」
	○パラリンピックスポーツのルールや道具の工夫に触れ，活動への参加が困難な人たちが活動に参加できるようになるための工夫について考える。
【生徒の記載及び発言例】
「シッティングバレーボールは，移動が難しかったけれど，ネットの高さやコートの広さが工夫されていて，ゲームが白熱し，楽しかった。」
「ボッチャは，競技そのものが楽しいし，アシスタントによるサポートやランプの使用なども認められていて，様々な人が競技を楽しめるようになっている。」

	
	発問
「体育の授業であなたと同じ種目を選択しているＡさんが，足首を捻挫して車椅子を使用しているとします。スポーツが大好きなＡさんは，体育の授業を見学することが多くなり寂しそうです。Ａさんが体育の授業に安全に参加し，メンバー全員がスポーツを楽しむことができるようにするために，同じ種目を選択している仲間とどのような工夫ができますか。」
	○身近に起き得る，活動への参加が困難な状況を想定し，どのような工夫や配慮が行えるのか具体的に考える。
【生徒の発言例】

（バスケットボールの例）
「ゲームにおいて，相手チームの選手が入れないフリースペースを両チーム共にコート外に設定し，Ａ君にこのポジションを任せる。Ａ君にはサポートを１名付けて，転倒やボールの衝突を防ぐ。」
「Ａ君にはチームの監督役になってもらって，練習やゲームの様子を撮影した動画の分析や，練習内容やゲームにおける戦略などを考えてもらったりする。」

	競技スポーツにおける「公平」の在り方について自身の考えをまとめる
	発問
「パラ陸上競技では，ランニングブレードと呼ばれる競技用の義肢など，特別に設計された競技用具を使うアスリートもいます。パラ陸上競技男子走り幅跳びのマルクス・レーム選手（ドイツ）は，2018年にパラ陸上競技のヨーロッパ選手権で８m48の世界記録をマークしました。これは，2016年リオデジャネイロオリンピックの男子走り幅跳びの優勝記録８m38を超える記録です。マルクス・レーム選手は，オリンピックへの出場を望んでいます。マルクス・レーム選手のように，義肢を使用する選手がオリンピックに出場することについて，「公平」をキーワードにして，あなたの考えをワークシートに記入し，グループ内で説明してください。
	○パラアスリートが，公平に競技するために開発され，科学技術の進歩とともに改良が進む義肢などの競技用具に着目し，競技スポーツにおける公平の在り方について自身の考えをまとめる。
【生徒の記載及び発言例】
「義肢に関する科学技術の進歩は凄まじく，生身の肉体と競い合うことは公平ではないと思う。」
「パラアスリートにとって，義肢の使用は，選手が本来持っているパフォーマンスを引き出すのもであって，科学的にパワーアップさせるものではないため，公平に競争ができると思う。ぜひ見てみたい。」
「オリンピックかパラリンピックかではなく，様々な人が公平に参加できる別の大会を作って，そこで世界一を競い合うべきだと思う。」

	パラリンピック等における不正行為について自身の考えをまとめる
	発問
「国際パラリンピック委員会は，パラリンピック等におけるクラス分けの信頼性を保持し，幅広い層の競技者の参加を促進するため，『IPC 競技者クラス分け規程及び国際基準』を定めています。これによりパラアスリートは，公平に競技することができています。しかしながら，競技者や指導者の中には，不正を企てて，「故意の不実表示」と判断されるものや，検査中に最大努力をせずに手を抜いて取り組む者もいます。過去には，男子バスケットボールの知的障害クラスで，金メダルを獲得したチームの選手12人の内10人に障害が無かったことが大会後に発覚したケースもあります。このような不正が行われる原因のひとつに「メダリストに与えられる報奨金」の存在が挙げられます。スポーツの世界大会でメダリストに与えられる報奨金を世界共通で禁止した場合，スポーツ界にはどのような事が起きるでしょうか。報奨金に対するあなたの意見と合わせて，ワークシートに記入し，グループ内で説明してください。
	○パラリンピック等で起きている障害の偽装などの不正行為について，その原因のひとつと考えられる「報奨金」に着目し，スポーツの在るべき姿を考える。
【生徒の記載及び発言例】
「選手の中には，報奨金を得ることで，裕福な生活ができるようになることを目指す人もいると思うので，その報奨金が無くなれば，選手の意欲が低下し，記録や参加人数が減少する。あまりに巨額な報奨金は良くないが少しは必要だと思う。」
「報奨金があるから不正行為が無くならない。報奨金が無くなれば，不正行為は無くなると思う。何のために競技スポーツを行うのか，選手やスタッフが見つめ直すことができると思う。」


	スポーツにおける「公平」の具現化
	パフォーマンス課題
「皆さんは，広島県のスポーツ行政を担当する県の職員です。スポーツ基本法第二十二条には，「地方公共団体は，広く住民が自主的かつ積極的に参加できるような運動会，競技会，体力テスト，スポーツ教室等のスポーツ行事を実施するよう努めるとともに…略」と定められています。この度，皆さんは，体力や技能の程度，性別や障害の有無に関わらず，広く県民が自主的かつ積極的に参加できるスポーツ大会の計画を担当することになりました。この大会が国内外の注目を集め，大会に関わる全ての人がスポーツを楽しめる大会になるよう，次の視点を大切にして計画を立て，その大会の魅力についてグループ内で説明してください。」
【視点】
⑴スポーツには「する，みる，支える，知る」などの多様な関わり方があること
⑵工夫次第で，スポーツのルールや道具等は，各個人にアダプトできる可能性を持っていること
⑶スポーツは，遊戯性や競争性があるからこそ楽しいこと
⑷ドーピング等の不正行為は，フェアプレイの精神に反するなど，能力の限界に挑戦するスポーツの文化的価値を失わせること
	○ここまで学習してきた「公平」の考え方を，スポーツ大会の企画というパフォーマンス課題を通して具現化し，スポーツが共生社会の実現に寄与していることへの理解を深める。
【生徒の記載及び発言例：視点⑷に着目】
「本大会では，参加する選手及び指導者，そして審判員等の役員全員が，フェアプレー宣言を事前に作成し大会本部へ提出します。その内容は，ルールを遵守する事，不正行為を行わない事，審判の判定に従う事，正確な判定を行う事などについてです。また，本大会の入賞者には，賞状やメダル，もちろん賞金などは与えられず，唯一，閉会セレモニーで盛大な拍手が与えられます。これらの工夫により本大会は，参加者が正々堂々と戦う姿に会場全体が魅了され，スポーツが持つ魅力を存分に感じられるものとなるはずです。」
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 科目体育（体育理論）の指導における


パラリンピックの価値に着目したモデル授業





考え・基礎知識から「つながり」に至る部分





国際パラリンピック委員会（IPC）は，パラリンピアンたちに秘められた力こそが，パラリンピックの象徴であるとし，４つの価値（勇気，強い意志，インスピレーション，公平）を重視しています。


その４つの価値のひとつである「公平」について，IPC発表の英語表記は「Equality」であり，その一般的な和訳は「平等」ですが，「平等」な状況を生むには，多様な価値感や個性に即した「公平」な機会の担保が不可欠であり，そのことを気づかせてくれるのがパラリンピックやパラアスリートの力である，という点を強調するため，日本パラリンピック委員会（JPC）※は，IPC承認の下，日本語訳を「公平」としています。　


※日本パラリンピック委員会HP　� HYPERLINK "https://www.jsad.or.jp/paralympic/what/index.html" �https://www.jsad.or.jp/paralympic/what/index.html�








◇　本モデル授業の特徴


スポーツ基本法第一章第二条には，「スポーツは，これを通じて幸福で豊かな生活を営むことが人々の権利であることに鑑み，国民が生涯にわたりあらゆる機会とあらゆる場所において，自主的かつ自律的にその適性及び健康状態に応じて行うことができるようにすることを旨として，推進されなければならない。」という基本理念が定められています。


本モデルでは，パラリンピックの４つの価値のひとつである「公平」に着目し，【地域で行うスポーツ大会の企画】というパフォーマンス課題に向けて，パラリンピックスポーツを体験し，そのルールや道具の工夫に触れ，誰もがスポーツを楽しむために自分ができる工夫について考えます。さらに，義肢などの競技用具を使用するパラアスリートの可能性及びパラリンピック等で起きている不正行為について，自身の考えをまとめることで，生徒はスポーツにおける公平の有るべき姿に迫ります。


これらの学習活動を通して，生徒がスポーツにおける公平について理解するとともに，その考え方をスポーツ以外の場面でも適応できるようになるなど，共生社会の実現に寄与する資質・能力の育成をめざします。








